


プ を 特 殊 配 筋 し た た め , 応 力 の 再 分 配 の 変 化 が 大 き

写 真 - 1  破 壊 状 況 ( A )

く影 響 してい る もの と考 え られ る。

表 - 2   6 6 実 験 結 果

写 真 - 2 破 壊 状 況 ( B )

写 真 - 1 は 一 般 常 用 配 筋 は り の 破 壊 状 況 で

あ り , 写 真 - 2 は ` タ ー ラ ッ プ に 特 殊 配

コー′

ず翠撃屎耳

筋 ば りの 破 壊状 況 の一 夕t (あ る 。 これ てみ る

と ,傾 斜 ス タ ー ラ ツ プば りは ,一 般 に 常 用配

筋 ば りと比較 し てひ びわ れ がは り全 体 に分 布

してお り ,応 力 の 配分 が比較 的 よい こ とを示

し て ハ る 。 図 - 2 , 図 - 3 は 荷 重 と ス タ
ー ラ ツ プ 応 力 な ら び に コ ン ク リ

ー ト応 力 と の 関 係 図 で あ る 。

こ れ か ら 分 か る よ う に 従 来 の 常 用 配 筋 ば り の ス タ
ー ラ ツ プ の 応 力 は 一 般 に 低 く , せ ん 断 耐 力 に は 余 り

寄 与 し て い 方 7 ヽこ と を 示 し て い る 。 こ の こ と は 前 年 度 の 矩 形 ば り に 4 ・
・い て も 示 さ れ た こ と で , せ ん 断

鉄 筋 が 働 く | ● に な る の は 曲 げ に よ つ て 生 し た コ ン ク リ
ー トの 象 裂 が せ ん 断 曇 裂 に 成 長 し , も は や ア

ー チ 作 μ: 1 1 「 ■ 1 荷 重 が 支 え ら れ な く な つ て か ら と 考 え ら れ る 。

本実ル: | :「|   : ' l  l i 2ぅるを 2と したため ,一 般的 な結論 を導 くことは困難で あるが , ( 1 )一 般常

用配筋ば , | `‐   ■ '計 街 重時のせん断鉄筋の実測応 力は 2 0 0 m以 下 ,破 壊時の 2 0 5 tで 2 0 0 %二

1 0 8 0陥 程礎 て|ル| ,・ 行学会規定に準 し ,せ ん断鉄筋の許容応力を 1 5 0 0 %  と す ると大体破壊時に

おいて 4 5 %程 度で あ り ,こ の ことは より少 ないせん断鉄筋に よつて十分せん断 力に耐えることを示 し

ている。 ( 2 )長 方形傾斜スター ラツ プば りはその配 筋 方法を十分考慮すれば剛 性 におい て期待で き

る。 ( 3 )特 殊配筋 として R C - 4ば りの よ うな腹部に沿つた水平鉄筋は有効で ある と考え られ る。
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